
赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
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新型コロナウイルス感染症拡大下、
水害時の要配慮者支援・防災対策の
充実に向けて
～「 新型コロナウイルス感染症等の感染症リスク下での
自然災害に対する福祉避難所の備えと取組みに関する
調査」結果概要～

【連載】コロナ禍でも日常を守るために 
～緊急事態宣言期間を中心とした福祉施設・事業所の取組み～

クラスターへの対応からさらなる対策へ
～ 認知症高齢者グループホームサンライズホーム（江東区）

「たすけあい」で地域での生活を支える
～ 特定非営利活動法人 東京山の手まごころサービス（新宿区）

福祉のおしごと通信
相手の思いを汲み取ることを大切に
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調
査
の
あ
ら
ま
し

本
調
査
は
、令
和
２
年
９
月
23
日
〜
10
月
16
日
の
期

間
、東
京
都
内
62
自
治
体
を
対
象
に
、実
施
し
ま
し
た
。

各
自
治
体
の
防
災
主
管
課
を
通
じ
て
配
布
し
、関
係
部

署
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
４

部
署
を
通
じ
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
回
収
率
は
１
０

０
％
で
し
た
。

以
下
、調
査
結
果
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ

福
祉
避
難
所
の
整
備
状
況

〔
①
福
祉
避
難
所
の
指
定
状
況
〕

は
じ
め
に
、福
祉
避
難
所
の
指
定
状
況
を
尋
ね
ま
し

た〈
図
１
〉。「
福
祉
避
難
所
を
指
定
し
て
い
る
」と
回
答

し
た
の
は
、55
自
治
体（
88・７
％
）で
し
た
。一
方「
指
定

し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
、条

件
の
厳
し
い
島
し
ょ
部
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、島

し
ょ
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
福
祉
避
難
所
を

指
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

次
に
、
福
祉
避
難
所
の
指

定
先
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、高
齢

者
福
祉
施
設
が
49
・
0
％
と
、

全
体
の
約
半
数
を
占
め
、次
い

で
、障
害
者
福
祉
施
設
、児
童

福
祉
施
設
と
続
き
ま
し
た〈
図

２
〉。福
祉
避
難
所
に
指
定
さ

れ
る
施
設
の
約
85
％
が
福
祉

施
設
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、

こ
れ
は
平
成
28
年
度
に
本
会

が
行
っ
た
調
査
（※）（
以
下
、平

成
28
年
度
調
査
）か
ら
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
ほ
か
に
は
、特
別
支
援
学
校

や
小
中
学
校
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
②
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
の
周
知
方
法
〕

福
祉
避
難
所
の
住
民
へ
の
周
知
方
法
を
、複
数
回
答

で
尋
ね
ま
し
た〈
図
３
〉。
約
半
数
の
自
治
体
で「
防
災

マ
ッ
プ
、防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、約
4
割
の
自
治
体
で

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
活
用
し
て
周
知
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。一
方
で「
二
次
避
難
所
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
な
ど
の
た
め
、積
極
的
に
周
知
し
て

い
な
い
」と
回
答
し
た
自
治
体
も
約
３
割
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、自
由
回
答
か
ら

「
対
象
で
な
い
避
難
者
の
避
難
の
助
長
の
恐
れ
か
ら
、積

極
的
な
周
知
が
難
し
い
」「
周
知
す
る
こ
と
で
、直
接
避

難
す
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
、混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
」な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、課
題
と
し
て「
福

祉
避
難
所
自
体
の
周
知
が
不
足
し
て
い
る
」「
周
知
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
、混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

 新型コロナウイルス感染症拡大下、
水害時の要配慮者支援・
防災対策の充実に向けて
～「新型コロナウイルス感染症等の感染症リスク下での
　自然災害に対する福祉避難所の備えと取組みに関する調査」結果概要～
近年、被害規模が甚大な水害が全国各地で発生しています。また、令和2年に入り、日本でも新型コロナウイルス感染
症（以下、新型コロナ）が感染拡大し、人々の生活に多大な影響を与えています。
これらの背景から、災害対策においても、従来の地震等を中心としたものに水害対策、感染症対策を加えることが求
められます。また、災害時に要配慮者を受け入れる福祉避難所については、多くの自治体で福祉施設が想定されてい
ます。現在、福祉施設では、徹底した感染症対策を行い、利用者支援にあたっています。水害
対策、感染症対策をふまえた福祉避難所の運営が求められています。
東京都社会福祉協議会では、令和2年9月～10月にかけて、東京都共同募金会の配分を受け、
都内62自治体を対象に標記調査を実施しました。本調査は、各自治体における福祉避難所の
整備状況および感染症や水害への備えの状況等を把握し、その知恵や課題、工夫を共有する
ことで東京における要配慮者を守る防災対策の充実につなげることを目的としています。
今号では、本調査結果の概要をお伝えします。

※本会が平成28年度に実施した「大都市東京の特性をふまえた災害時に
おける要配慮者のニーズと支援対策に関する区市町村アンケート」調
査。配布62自治体、回収58自治体（回収率93.6%）

※調査結果報告書を4月中旬頃、東社協ホームページに記載する予定です。
　https://www.tcsw.tvac.or.jp/chosa/index.html

高齢者
福祉施設
49.0%

障害者福祉施設
23.0%

児童福祉施設
13.1%

特別支援学校
2.5%

その他福祉施設 0.7%
公民館 0.4% 小中学校 0.1%

その他
11.0%

〈図２〉 福祉避難所　指定先の内訳

総数
1,419か所

指定している
88.7%

指定していない
11.3%

〈図１〉 福祉避難所の指定状況

社 会 福 祉 　 ナ ウ
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に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
す
る
か
が
課
題
」な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
回
答
か
ら
は
、福
祉
避
難
所
の
場
所
だ
け

で
な
く
、そ
の
役
割
や
開
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
合

わ
せ
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
自
治
体

が
複
数
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

〔
③ 

福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
協
定
の
締
結

状
況
〕

「
福
祉
避
難
所
を
指
定
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
自
治

体
に
、「
民
間
の
福
祉
施
設
と
1
か
所
以
上
、設
置・運
営

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
か
」を
尋
ね
ま
し
た

〈
図
４
〉。「
締
結
し
て
い
る
」と
の
回
答
は
50
自
治
体（
92・

6
％
）と
、福
祉
避
難
所
を
指
定
し
て
い
る
自
治
体
の
う

ち
、約
９
割
の
自
治
体
が
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

〔
④ 

福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
役
割
分
担
の

状
況
〕

民
間
の
福
祉
施
設
と
福
祉
避
難
所
の
設
置
・
運
営
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
に（
以
下
、⑤
も

同
じ
前
提
条
件
で
尋
ね
て
い
ま
す
）、設
置・
運
営
に
関

す
る
役
割
分
担
の
状
況
に
つ
い
て
、主
に
想
定
さ
れ
る

役
割
ご
と
に
尋
ね
ま
し
た〈
表
１
〉。

区
市
町
村
が
担
い
手
と
し
て
多
く
想
定
さ
れ
て
い
る

の
は「
必
要
と
な
る
物
資
の
調
達・手
配
」50
自
治
体（
１

０
０・0
％
）、「
福
祉
避
難
所
の
受
入
れ
避
難
者
の
調
整
」

48
自
治
体（
96
・
0
％
）、「
一
般
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難

所
へ
の
移
送
」42
自
治
体（
84・0
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
調
査
で
も
同
様
の
項
目
を
調
査
し
て
い
ま

す
が
、特
に「
一
般
避
難
所
か
ら
福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
」

を
、「
区
市
町
村
」が
担
う
と
回
答
し
た
割
合
は
、平
成
28

年
度
調
査
の
48・3
％
か
ら
84・0
％
と
、35・7
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。

施
設
が
担
い
手
と
し
て
多
く
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は

「
福
祉
避
難
所
の
設
置
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
」45

自
治
体（
90・0
％
）、「
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
介
護・見

守
り
」34
自
治
体（
68・0
％
）、「
食
事
の
提
供
等
日
常
生

活
維
持
の
た
め
の
支
援
」30
自
治
体（
60・0
％
）で
し
た
。

「
現
時
点
で
役
割
分
担
は
し
て
い
な
い
」と
の
回
答
で

最
も
多
か
っ
た
の
は「
介
護・福
祉
等
の
専
門
職
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
配
」11
自
治
体（
22・
0
％
）で
し
た
。平
成

28
年
度
調
査
で
は
同
項
目
は
25・9
％
と
、今
回
の
結
果

と
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら「
東
京
都
災
害
福
祉
広

域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
で
き
て
い
ま
す
。
発
災
時
、

区
市
町
村
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
専
門
職
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、こ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、平
成
28
年
度
調
査
で
は
、各
役
割
ご
と
に「
現

時
点
で
役
割
分
担
は
し
て
い
な
い
」と
の
回
答
の
割
合

が
、最
も
低
い「
福
祉
避
難
所
の
設
置
に
必
要
な
ス
ペ
ー

ス
の
提
供
」で
10・3
％
、最
も
高
い「
一
般
避
難
所
か
ら

福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
」で
32・
8
％
で
し
た
。平
成
28

年
度
調
査
と
は
母
数
が
異
な
る
た
め
、単
純
な
比
較
は

で
き
ま
せ
ん
が
、全
体
と
し
て
は
約
３
年
で
役
割
分
担

が
す
す
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

〔
⑤ 

設
置
・
運
営
の
た
め
に
事
前
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
〕選

択
肢
か
ら
複
数
回
答
で
尋
ね
ま
し
た〈
図
５
〉。

全
体
に
回
答
が
過
半
数
を
超
え
る
選
択
肢
は
な
く
、

最
も
多
く
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
が「
設
置・運
営
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
て
い
る
」で
24
自
治
体

〈表１〉 福祉避難所に関する協定の記載内容

区市町村 施設 要配慮者
の家族 本人 左記以外

の担い手

現時点で
役割分担
はしてい
ない

①福祉避難所の受入れ
避難者の調整

48 
（96.0）

13 
（26.0）

0 
（0.0）

３ 
（6.0）

②福祉避難所の設置に
必要なスペースの提供

６ 
（12.0）

45 
（90.0）

0 
（0.0）

３ 
（6.0）

③一般避難所から福祉
避難所への移送

42 
（84.0）

17 
（34.0）

28 
（56.0）

14 
（28.0）

8 
（16.0）

4 
（8.0）

④福祉避難所における
介護・見守り

13 
（26.0）

34 
（68.0）

32 
（64.0）

1 
（2.0）

4 
（8.0）

8 
（16.0）

⑤介護・福祉等の専門
職ボランティアの手配

37 
（74.0）

10 
（20.0）

1 
（2.0）

5 
（10.0）

11 
（22.0）

⑥必要となる物資の調
達・手配

50 
（100.0）

11 
（22.0）

9 
（18.0）

4 
（8.0）

0.0 
（0.0）

1 
（2.0）

⑦食事の提供等日常生
活維持のための支援

27 
（54.0）

30 
（60.0）

23 
（46.0）

3 
（6.0）

2.0 
（4.0）

7 
（14.0）

54.5 

40.0 

32.7 

14.5 

9.1 

0% 20% 40% 60%
防災マップ、防災ハンドブックで

周知している
福祉避難所一覧を掲載する等
ホームページで周知している

二次避難所として位置づけている等のため、
積極的な周知は行っていない

当事者団体等の連絡会等を通じて
周知している

その他

〈図３〉 福祉避難所について、住民への周知方法
（複数回答）

締結している
92.6%

締結していない
7.4%

締結していないが、
今後予定している
　　　　　0.0%

〈図４〉 福祉避難所の設置・運営に関する
協定の締結状況

n=50
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（
44・
4
％
）で
し
た
。
一
方
で
、今
回
調
査
に
お
い
て
回

答
が
少
な
か
っ
た
項
目
は「
福
祉
避
難
所
を
運
営
す
る

た
め
の
人
材
の
確
保
に
関
す
る
協
定
等
を
結
ん
で
い
る
」

5
自
治
体（
9・3
％
）で
し
た
。今
後「
人
材
確
保
」に
対

す
る
独
自
の
取
組
み
、工
夫
の
共
有
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ

災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
に
お
け
る

感
染
症
、
水
害
へ
の
備
え

〔
①
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
協
定
内
容
、
施
設
数
・
定
員

数
の
見
直
し
状
況
〕

今
回
の
調
査
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

や
近
年
多
発
す
る
水
害
に
対
す
る
備
え
等
を
調
査
す
る

た
め
、感
染
症
対
策
と
し
て
の
協
定
内
容
や
、運
営
等
の

見
直
し
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
な
お
、Ⅱ
で
は
、

福
祉
避
難
所
を「
指
定
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
自
治
体

に
尋
ね
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
を
ふ
ま
え
、協
定
の
内
容
の
見
直
し
を

「
行
っ
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
自
治
体
は
35
自
治
体

（
63・6
％
）と
、6
割
強
で
し
た
。一
方
、協
定
内
容
の
見

直
し
を「
検
討
予
定
」と
回
答
し
た
自
治
体
が
16
自
治
体

（
29
・
1
％
）と
約
3
割
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

〈
図
６
〉。

感
染
症
対
策
を
ふ
ま
え
て
、福
祉
避
難
所
の
設
置
か

所
数
、定
員
数
の
見
直
し
を「
行
っ
た
」と
の
回
答
は
6

自
治
体（
10・9
％
）で
し
た〈
図
７
〉。見
直
し
内
容
の
自

由
回
答
か
ら
は「
定
員
数
が
減
少
し
た
」「
新
た
に
福
祉

避
難
所
を
増
や
し
た
」等
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。全
体

で
は
、見
直
し
を「
行
っ
た
」6
自
治
体
の
ほ
か
、「
検
討

中
」21
自
治
体（
38・
2
％
）、「
そ
の
他
」の
回
答
5
自
治

体
の
う
ち
2
自
治
体
が「
検
討
中
」の
内
容
の
回
答
で
し

た
。し
た
が
っ
て
、29
自
治
体（
52・7
％
）と
、約
半
数
の

自
治
体
が
今
後
定
員
数
を
見
直
す
方
向
で
検
討
を
す
す

め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

〔
②
感
染
症
対
策
や
多
発
す
る
水
害
を
ふ
ま
え
た
災
害
時

に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
上
の
課
題
〕

自
由
回
答
で
尋
ね
ま
し
た
。「
感
染
症
対
策
の
た
め
、

収
容
可
能
人
数
の
減
少
や
福
祉
避
難
所
の
不
足
と
そ
れ

に
伴
う
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
」「
浸
水
区
域
や
浸
水

の
危
険
性
が
あ
る
立
地
に
福
祉
施
設
が
あ
る
た
め
、避

難
場
所
や
避
難
が
可
能
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」「
二

次
避
難
の
難
し
さ
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。災
害
時

の
要
配
慮
者
支
援
に
お
い
て
、新
た
に
感
染
症
対
策
を

追
加
し
た
り
、水
害
へ
の
対
策
を
見
直
し
た
り
し
た
結

果
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
対
応
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ⅲ

各
地
域
の
関
係
機
関
・
福
祉
施
設
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
に
よ
り
、民
間
の
福
祉
施
設
等
が
、さ
ま
ざ
ま
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
と
自
治
体
が
接

点
を
持
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
ま
し
た
。回
答
は「
把
握
し

て
い
な
い
」が
最
も
多
く
、36
自
治
体（
63・
7
％
）で
し

た
。一
方「
接
点
を
持
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
の
は
16

自
治
体（
25・8
％
）で
し
た〈
図
８
〉。

「
接
点
を
持
っ
て
い
る
」自
治
体
に
、具
体
的
な
連
携

先
を
自
由
回
答
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、高
齢
や
障
害
な
ど

の
種
別
や
職
種
ご
と
の
連
絡
会
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。接
点
の
内
容
と
し
て
は「
連
絡
会
や
研
修
会
の
定
期

的
な
開
催
」「
福
祉
避
難
所
運
営
訓
練
等
の
実
施
を
通
し

て
、情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
」と
い
う
回

答
の
ほ
か
、「
社
会
福
祉
法
人
の
区
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」と
の
回
答（
2
自
治
体
）も
見
ら
れ
ま
し
た
。

44.4

38.9

37.0

33.3

27.8

22.2

9.3

0.0

11.1

20.4

0% 5% 10% 20% 30% 40%15% 25% 35% 45% 50%

貴区市町村独自に福祉避難所の設置・運営に関するマニュアル等を整備している

福祉避難所の設置・運営に関する訓練をしている

福祉避難所用物資の一部（例：簡易ベッド、備蓄食料、発電機、通信設備等）を、
あらかじめ貸与している

区市町村と福祉避難所に位置づけた福祉施設との間で
定期的に情報交換や意見交換の場を設けている

福祉避難所における介護・医療等の物資の確保のために協定等を結んでいる

貴区市町村内の福祉避難所に位置づけている福祉施設が福祉避難所を
設置・運営するためのマニュアル等を整備する支援をしている

福祉避難所を運営するための人材の確保に関する協定等を結んでいる

避難行動要支援者の名簿を福祉避難所に位置づけている施設と共有している

その他

特にない

〈図５〉 福祉避難所設置・運営のために事前に取り組んでいること（複数回答）

社 会 福 祉 　 ナ ウ
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福祉のできごと
2021.2.26 - 3.25
※対象期間外のできごとを掲載させていただく場合もあります

M
o

nthly N
ew

s
災
害
時
に
は
平
時
か
ら
の
連
携
、顔
の
見
え
る
関
係

が
重
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、自
治
体
と
福
祉
施
設
を
は

じ
め
、社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
、地
域

の
関
係
者
同
士
の
一
層
の
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、福
祉
避
難
所
の
運
営・

要
配
慮
者
支
援
に
は
感
染
症
対
策
の
た
め
医
療
と
の
連

携
も
不
可
欠
で
す
。医
療
も
含
め
た
、行
政
と
民
間
の
協

働
に
よ
る
災
害
対
応
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

●　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　

●

今
回
の
調
査
に
よ
り
、福
祉
避
難
所
の
設
置・運
営
の

た
め
の
人
材
確
保
、平
時
か
ら
の
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、感
染
症
や
水
害
を
ふ
ま
え
た
対
策

強
化
の
必
要
性
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、東
社
協
で
は
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
を

も
と
に
、災
害
時
の
要
配
慮
者
を
守
る
防
災
対
策
の
充

実
に
向
け
た
提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

接点を
もっている
25.8%

接点はないが
把握している
8.1%

把握していない
63.7%

その他
8.1%

〈図８〉 民間の福祉施設のネットワークや活動との接点

行った
10.9%

検討中である
38.2%行っていない

41.8%

その他
9.1%

〈図７〉 福祉避難所の設置か所数、定員数の見直し状況

行っていない
63.6%

今後
検討予定
29.1%

その他
7.3%

行った 0.0%

〈図６〉 福祉避難所の協定内容の見直し状況

「災害対策基本法等の一部を改正する
法律案」が閣議決定

災害時における円滑かつ迅速な避難の確保およ
び災害対策の実施体制の強化を図るため、「災害
対策基本法等の一部を改正する法律案」が閣議
決定された。法律案では、避難勧告・指示の一本
化や、個別避難計画（仮称）の作成を市町村に努
力義務化する等が盛り込まれている。

「公共交通事業者等に向けた 
接遇ガイドライン（認知症の人編）」を 
作成

国交省は、接遇を通して認知症の人や家族がいき
いきと暮らしていける地域社会を実現していくことを
目的に「公共交通事業者等に向けた接遇ガイドラ
イン（認知症の人編）」を作成。ガイドラインには、
認知症の特性や、交通モードごとの具体的な接遇
のあり方についてが盛り込まれている。

女性の悩み相談サイト 
「TOKYOメンターカフェ」を開設

東京都は、悩みや不安を抱える女性と、同じような
経験を持つ都民をつなぐ掲示板サイト「TOKYOメ
ンターカフェ」を開設した。
〈TOKYOメンターカフェ〉
https://www.mentor-cafe.metro.tokyo.lg.jp/

社会福祉士国家試験・精神保健福祉士
国家試験の結果を公表

（公財）社会福祉振興・試験センターは、社会福祉
士国家試験、精神保健福祉士国家試験の結果
を公表した。社会福祉士は10,333人、精神保健
福祉士は3,955人が合格した。

港区子ども家庭総合支援センターを 
開設

港区は「港区子ども家庭総合支援センター」を開
設。センターには、子ども家庭支援センター、児童
相談所、母子生活支援施設が入っている。子ども
と家庭のあらゆる相談に迅速、丁寧に対応し、妊
娠期から子育て期、思春期、そして児童の自立ま
で、一貫した支援を行う方針。

都立高校で通級による指導が開始

学校教育法施行規則の改正により、高等学校お
よび中等教育学校後期課程においても通級によ
る指導ができるようになったことを受けて、東京都教
育委員会は令和3年度より都立高校で通級による
指導を開始。通級による指導を希望する場合は、
在籍校（中学生の場合、入学後）に相談。

2
24

3
5

3
15

4
1

4
1

3
5

pick up
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ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
対
応
か
ら

さ
ら
な
る
対
策
へ
〜
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ム（
社
会

医
療
法
人
社
団
順
江
会
：
江
東
区
）

認
知
症
高
齢
者
グ
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ン
サ
ン

認
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ム
ー
ム
は
、
介
護
保
険
制
度
制
度
の
地

域
密
着
型
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
て
、
共
同
生
活

に
よ

の

に
よ
る
小
規
模
で
家
庭
的
庭
的
な
生
活
環
境
の

ス
を
提

も
と
、
認
知
症
高
齢
高
齢
者
に
サ
ー
ビ
ス
を

供
し
て
い
ま
す
ま
す
。
7

の
建
物
の

階
建
て
の
建

1

ム
で
、
上
の
階
に
階
に

階
が
サ
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ム
で

営
す
る
介
護
老
人
老
人
保
健

はは
同
じ
法
人
が
運
営
す

て
い
ま
す
。

施
設
が
入
っ
て
い

11
ユユ
ニ
ッ
ト
のの

者
は

利
用
者
は

利

9
名
で
、
22
ユユ
ニ
ッ
ト
計計
818
名

方
が
利
用
し
て
い
て
い
ま
す
。
利
用

方

平

利
用
者
の
平

の
方
の
方要

介
護
度
は
度
は

均
要
介

3
・
1
。
一

と
り
の

一
人
ひ
と
り
の

ス
や
ス
や
自
己
決
定
を

し
、
で
き

定
を
尊
重
し
、
で
き
る

ペ
ー
ス
ー
ス

ペ

か
る
こ
と

大
切
に
し
た

こ
と
を
大
切
に
し
た
【
有
す

と
分
か

ここここ
と

に
応

た
】
ケ
ア
に

応
じ
た
】

ア
に
よ
り
日
常
生

能
力
にに
応

る
能能
力

し
て
い
ま
す

し
て

ま
す
。

支
援
し

活
を
活
を
活
を
支
を
支

利
用
利
用
者
の
日
常
生
活
が
変
化化

禍
で
利

ナ
禍

利

ナ

コ
ロ
ナ

コ

ナ
禍
ナ
禍

員

以
前
に
は
、
利
用
者
は
職
員員員員

は
職
員

ナ
禍
ナ
禍
以
前

コ
ロ
ナ

コ

ナ

コ

ナナ

近
所
の

外
出
を
し
た
り
、
近
所
近
所
近
所
近
所

り
、
近
所

食
や
外

共共
に
外

とと
共
と
共

外
食

み
ん
な
で

物
に
行
き

み
ん
み
ん
み
ん
み
ん

に
行
き
、
み
ん

に
買
い
物

パ
ー
に

ス
ーー
パ

に
買

ご
し
て
い
ま

生

ごごごご

生
活
を
過
ご

日
常
生
常
生

を
す
る

料
理理
を
す
る
日

会
の
行
事
に
も
積

会
の
会
の
会
の
会
の

町
会
の

清
掃
や
町

町
内
清
内
清

し
た
。。
町

清清
掃

ま
し
た
。

ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ままままま
い
ま

て
い
ま

参
加
し

極
的
ににに
参
に
参
加
し
て

ナ
の
影
響
で
の
外

コ
ロ
ナ

ココココ

新
型
新
型

しし
か
しし
、

ココココ
型
コ
型

常
生
活
が
一
変
し

日
常

よ
り
、

よ
り
よ
り
よ
り
よ
り

等

出
自
粛
等

出

等
に
よ

等
に

り
、

を
徹
底
す
る
中
、

対
策
を
徹

染
症
対

感感感

ま
し
た
。
感
。
感

ま
し
た

ま

感
染
感感感感

対
策

心
と
な
り
、
家

が
中
心

生
活
が

ム
内
で

ム
内
ム
内

ー
ム
ー
ム
内

ホ
ー

で
の
生
活
が

族

当
た

族
等
の
気気気
軽軽
な
訪
問
や

物
な
ど

問
や
買
い
物
な
ど
当
た

ま
し
ま
し
た
。

り
前
の
生生生
活活
が

り
ま
し

活
が
で
き
な
く
な
り

し

タ
ー
の

ス
タ
ー
の
発
生
へ
生
へ

職
員
の
感感感感
の
感感感感感感
染
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

令令
和
2222
年
8

り
、

に
入
り

月
に
入

11
つ

ユ

つ
の
ユ

員

ニ
ッ
ト
のののの
職
員
22

新
型
コ

名
が
新

コ

に
感

型
ココ
ロ
ナ
に
感感

明

い
る
こ
と
が
判
明明
し

判
明
し
ま
し
た
。

染
し
て
いいいい
る

。
同

た

ユ
ニ
ッッッッ
ト
の
他
の
職
員
と

他
の
職

と
利
用

じ
ユ
ニ

濃

者
は
濃

利
用
者

厚
接
触
者者者者
と
な

保
健
所

と
な
り
、
保
健
所

厚

の
指
示

のの
指

健健
所
か
ら
の

示

で
職
員
はははは
員
ははは

ら

は
そ
の
日
か
らら
か

22

待待待待

の
自
宅

週
間
の
自

週
間

自
宅
待

物
内
の

物
内

機
と

物
内

機
と
な
りりりり
ま
し
た

物
内

併
せせ
て
、
建

併
せ

し
た
。

せ

建
物
内

建ニ
ッ
ト
や

ニニ

ゾ
ー
ン
分分分分
け

ニ

い
、

行
い

他
の

い

分
け
を
行
い

ニ

他
の
ユ
ニ

し
ま
し
た
。

ししし

併
設
事

し

点
を

の
接
点

設
事
業業業業
と
の
接
点
をを
無
く
し

後後後後
、

そ
の
後後後後
、
88

同
じ
ユ
ニ
ッ

か
ら
同
らら
か
ら
か
ら
か
ら

月月
中
旬

月

旬
か
ら

ト
で
新
たたたた
に

ト
で
新
たたた

用
者

た
に
利
用
者
11111

職
員

名
と
職

名名名名

2
名
の

ッ
ト
に
よ
る

ここ
の
ユ
ニ

ここここ

感
染
が

感

ここ

染
が
判判判

、
こ

判
明
し
、
こ

と
認
定
さ
れ

集
団
集
団
感
染
）

集集集集

ク

集集

ク
ラ
ス
タ
ーーー

集

ー
（
集

自
室
（
個
室
）

用
者
に

利
用

に
は
、
自

利
用
利
用
利
用

ま
し
た
。
利利利利
用

で
1

中
過過

い
、
食
事
も
自

過
ご
し
て

過
ご

て
も
ら
い

中
過
中
過
中
過

日
中
過

と
っ
てて

た
。
一
方
で
自

て
も
ら

て
も

い
ま
し
た

ととと

室
で
と

で
ず
っ
とと
過

が
で
き
な
い
利

と
過過
ご
過
ご
す
こ
と
が

ででで
室
で

用
者
へ
の
支
援援

。

も
感
じ
ま
し
た
。

援援
の
援
の
難
し
さ

用用用用用用職
員
体
制
の
再再再再再
構構
築

ユ
ニ
ッ
ト
の

員
が
自
宅
待
機
と

のののの
職職
員
全
員

な
っ
た
た
め
、
法

員

で
調
整
し
て
人
員

法法法法法
人
内
で

体
制
の
再
構
築
を

の

ま
し
た
。
余
裕
の

ををををを
行
い
ま

な
い
人
員
体
制
でで

未

で

し
て
い
る
中
、
未

でででででで
運
営
し

感
染
ユ
ニ
ッ
ト
や
併
や
併

が

や
併

施
設
に
も
影
響
が

や
併
や
併
や
併
設
施

出
る
こ
と
に
な
っ
ててててて

ま
い
ま
し
た
。

ててて
し
ま

保
健
所
と
区
に
連連

す

連

を
入
れ
る
と
、
す

連連連
絡
を

ぐ
に
大
量
の
防
護
服服

きき

服

ど
が
送
ら
れれ
て
き

服服服
な
ど

ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
でで

防防

でで
は
職
員
は
必
は
必
ず
防
ず
防

ででで
は

護
服
を
着
る
こ
と
に
なななな
り
、
猛
暑
猛
暑
のの

なな
り

88
月
、
月月

取組み～した福中心としを宣言宣言 を中心を言期間を言期間を 事業所の取組設・事業・した福祉施設・事祉施設・事態緊急事緊急事緊急～緊～緊緊 事態宣言態宣言急事態緊急事態 言期言緊～緊～緊
職員の利用者の命・生活には利下、新型 感染拡型コロナ）感染（以下、新ウイルス（以ロナウイ 利、福祉施設・事業所には祉施設 業所により、福染拡大の影響に感染新 ウ新型コロ新型 ロナウ　新型新 生活、職員

言および東京緊急事態宣に国による緊国にこれまで以上め、これ 以上に厳しるため、こ安全全を守る心・ められています。特に国求め ます。 国求め感染症対策が求めに厳しい感染安安心・ 態宣言およ 東京
用者慮しつつ、利用症に配おいて新たな感染症にいて な感中（令和2措置期間中事態措措る緊急急事態措都による 各施設等において5日）は、各 おいて令和2年 月25日）2年4月7日～5月 に配慮しつに 利用者

き、東京で状況が続きの状に入ってもなお感染拡大てもな 感染拡か苦心しいかにに守るか常をいいの日常を 和3年に入期でした。令和3た時期、工夫を重苦心し、 期重ねていた時期 の状拡大の状染拡 続き、東
た。から3月月21日は1月8日かは1 態 となりました。態宣言期間とな目の緊急事態日まで2度目 事態宣月21日

どのように染症にどの感染症所が未知の感業所 未知の福祉施設・事間を中心に、福 事は　本連載では 度目の緊急 期間を中緊急事態宣言期間1度目年4、5月の1は、令和令和2年4載では 設・事業所が事業所 の感染知の
グループホー齢者グ者グ認知症高齢者知症高す。今回は、認回は、いきまかを発信していきたのか向き合 夫や取組みを守る工夫や をしてきたのを守る工用者のの生活を向き合い、利用 きます。今い 認知、 知症

た。。材しました。材しま体について取材体に 材まな 活を支えるな人の在宅生活でさまざまなけあい」でさ な人の「「たすけ型の「「たムと、住民参加型 体にえる団体 て取材材し

でご覧になれます。ご覧に れまポータル」でポ でごポくし実践事例ポしい内容はらに詳し は、本会の「のさらに詳介する事る事例の＊ 今回、紹介＊ 今回 ふくし実会の「ふ ポータ事例ポ
okyo/）rtal.tokushi-poportal.t（http://fukush

く
に

て
も
汗
だ
く
に

てて
い
て
も

ク
ー
ラ

てててて

を
し
てて

ー
ラ
ー
設
定
をを
し
てて

た
。
一

き
ま
し
た
。

業
務務
が
続
き

業
務

な

務
業
務
業
務

な
り
な
が
ら
のの
業
務

ら
の

や
防
護

シ
ー
ル
ド
や

フ
ェ
イ
ェ
イ
ス
シ

フフフ

度
使
用
し

フ
た
フ

用
し
た
フ

理
し
ま
す
。

し
て
処
理
し

廃
棄
物
棄
物
と
し

療
廃廃
療
廃廃
療
廃

服
は

廃
療
廃廃

服
は
医
療
廃

な
い
業
務
や

た
こ
と
の
な

や

で
経
験験
し
た
こ

ま
で
ま
で
ま
で

れ
ま
で

こ
れ
ま

り
、
職
員
の
負

要
と
な
り
、

の
負

な
知
識識
が
必
要

た
な
知

たた
新
た
新

き
ま
し
た
。

な
っ
てて
い
き

担
と
な

担担担

ス

ル
ヘ
ル
ス

員
の
メメ
ン
タ
ル

職
員
の

員
は
、
自
身

続
す
る
職
員

自
身
も
感

勤
務
をを
継
続

勤

か
と
い
う
不

は
な
い
か

不
安
や
過

染
す
るる
の
で
は

染
す

疲
労
困
ぱ

状
況
下
で
疲

ぱ
い
し
て
いい

酷
な
勤勤
務
状

酷

や
自
宅
待
機

療
養
中
や
自

機
の
職
員
は
員
は
、

ま
し
たた
。
療

ま

弘
さ
ん
と
メ

佐
藤
利
弘

連

メ
ー
ルル
で
連連

管
理理
者
の
佐

管

ま
し
た
。
佐

り
合
い
ま

は

佐
藤
さ
藤
さ
ん
は
ん
は

絡
をを
取
り

と
、
職
員

ル
を
読
む
と

やや

員
の
責
の
責
任
感
や

任
感

「
メメ
ー
ル

し
ろ
め
た
さ

機
の
う
し

て
っ
て

ささ
が
伝
わ
っっ

伝
わ

自自
宅
待
機

不
安
を
訴
え
訴
え

深
夜
に
不

メ
ー
メ
ー

え
る
職
員
、
員
、メ

る
職

きき
た
。深

に
な
るる
職

内
容
が
気
に

。
職

職
員
も
い
た
。

い
た
。

員
も

ルル
の
内

ル
ヘ
ルル
ス
にに

メ
ン
タ
ル

り
が
必

に
も
気
配
り

気
配
り

に
も

員員
の
メ

と
話
と
話
し
ま
す

し
ま
す

っ
た
」
と

す
。
す

要要
だ
っ

8

に
な
っ
て

な
っ

月
下
旬
に
旬
に

機
のの
職

て
、
自
宅
待
機

自
宅

月

き
る
こ
とと

き
る

が
出
勤
で
勤
で
き

感
染
感
染
し

と
に
な
り
、
感

と
に
な

員
が

者
の
体体
調

者

い
た
利
た
利
用
者
用
者

、
フ
ロ

調
も
回
復
し
、
し
、

調
も

て
い

が
集
い
、

集
い
、

に
利
に
利
用
者
が

用
者

日
々
が

、
賑
や
か
な
か
な

ア
にに

し
た
。

し
た
。

っ
て
き
ま

て
き

戻戻
っ

で
感
じ
た
福

で
感
じ

ラ
ス
タ
ー
で
ー
で

ラ
ス
タ

ス
の
弱弱
点

福
祉
ササ
ー
ビ
ス

ク
ラ

ん
は
「
今
回

ん
は

佐
藤
ささ
ん

佐

ス
タタ
ー
対

回
の
回
の
ク
ラ
ス

佐佐

サ
ー
ビ
ス

で
福
祉
サ

福
祉
サ

思思
い
知
ら

のの
弱
点
を
思

応
で
応

と
言
い
まま

れ
た
」
と

れ
た
」

は
【
人
員

ま
す
。
一
つ
は
つ
は

さ
れ

問
題
で
題
で
す

制
】
の
問

制
】

ス

サ
ー
ビ
ス

す
。「
福
祉祉
サ

体
制
体
制

性
的的
な
人

体
が
慢
性

体

今

中
で
、
今

人
材
不
足足
の
中

全
体
全
体

にに
複
数
の

の
よ
う
にに

に
自
宅

時
に
自

の
職
員員
が
同
時

回
の
回

連載№

9
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生
じ
る

員
が
生

員
がが
員
欠
員
が

る
と
、

人
員員
に
欠

待
機機

で
人

待
機
等
で

機
等

危
機
が
生

大
き
な
危

大大大

生
じ

継
続
に
大
に
大
に
大

続
に
大

の
継

サ
ー
ビ
ス

ー
ビビ
ス

ま
な
場
面

ま
ざ
ま
な

面
を

災
害
等

災
害
災
害
災
害
等
さ
ま

災災災
模
災

る
。
大
規
模

大大
規

るるるるる

を
真
剣
に

の
確
保
を

に

パ
ワワ
ー
の

マ
ン
パ

た
ママ
た
ママ
た
ママ

定
し
た
マ

定
し
た

想
定
し
定
し

想想

話
し
ま
す

い
」
と
話

す
。

な
ら
な
ら
な
い

て
は
な

く
て

え
な
く
て

な
く

え
なな
え
なな
え
なな
え
なな

考
え
考

で
す
。

の
不
足
】

【
学
びび
の
不

は
【

つ
は

も
う
一
つ

う
一

もも

識
不
足

応
の
知
識

ロ
ナナ
対
応

ロロ
ナ

は
「
コ
ロ

さ
ん
は

さ
ん

藤
さ
ん
さ

佐
藤
さ

佐佐

い
ま
す
。

と
言
い

け
た
」
と

か
け
たた

拍
車
を
か

拍拍
車

乱
に
拍

乱
に

混
乱乱

が
混
乱

が

を
両

ス
提
供
を

ビ
ス

感感

ス

祉
サ
ーー
ビ
ス

福
祉
サ

応
と
福
祉

対
応
対
症
対
応

症
対

感感
染
症

感

症

や
学

支
援
や

立
す
る

立

る
支
援

家
にに
よ
る

門
家家

、
専
門
家

め
、
専

た
め
た

す
る
た
る

が
必
が

び
の
場
が

び

場

す
。

て
い
ま
す

っ
て
いい

な
っ

必
要
に
な

が
必
がが

得
ら

、
も

今今今今
後
も

今
後
も

し

を
活
か
し

き
をを

気
づづ
き
を

た
気

得
ら
れ
た
気

す
す
め
て
い

す

対
て
対
てて
対
策
を
す

策
をを

す
。

で
す
。

予
定
で

く
予予
定

て
い
く

対
て
対対
策策
対
策

「
た
す
け
あ
い
」で
地
域
生
活
を
支

え
る
〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京

山
の
手
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス（
新
宿
区
）

手
ま
ご

手
ま
手手

ス（
以

サ
ーー
ビ
ス

ご
こ
ろ
サ

ま
ご

手手
ま

東
京
東
京京京
東

の
手

京
山
の

京
山山

手

東東
京

「
東

ーー
ビ
ス

ビ
ス

ー
ビ

地
域

」
はは
、
地

ビ
ス
）」

ビ

ろ
サ
ー
ビ

サ
ー

こ
ろ

ご
こ
ご
こ
ろ

ご
こ

ま
ご
ま

下
、
ま

下下下

ご
こ
ご
こ

下

地
域

、
地

活
を
支

活

介

支
援援
し
、

を
支
を

在
宅
生
活
を

在
宅
生

在
の
在在

ら
す
ら
す

暮
らら
暮
ら

方
の

す
方
す
方
の
在

で
暮
ら

で

介

険
事事

保
険

障

事事
業
、

険
保
険

宅
介
護
保

介
護

居
宅
介

居
宅

険
事事
業
、
居

事
業
事

居

険
事
険
事
険
事
険

護
保
険

護

険
事

事
業業
の
ほ

業
の

託
事
業業

託

区
委
託

区

事
業
、
区

事
業

区

支
援
事

合合
総
合合

害
者
総

害

総

害

支
援

合
支
合

を
等
をを

ー
ビ
ス

ー
ビ
ス
等

サ
ー

外
の
自
費
サ
ー

の
自
費
サ

外

か
、
か

外

公
的
制
的

か
、
公公

か
、
か

制
度
外

制
的
制

す
。
昭
和

。
昭
和

供
す
供
す

提
供
提
供
す

で
す
。

団

す
るる
すす

体
で

団
体

36363

で
、
で
、

年
創
年
創
設
で

年年

上

立立
ち
上

「
介
「

立
て
立立
ち

ざ
し
て

め
ざ
し

社
の
社
ののの

「
介
護
の

「

護
の
社

」
を
めめ
ざ

社社

化
」

社
会
化

」
ス
」

が
っ
た
っ

サ
ー
ビ

サ
ー
ビ
ス
ビ

プ
ササ

ががが
っ
が

民
「
民民
「
民

っ
た「
っ
た
民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ル
プ

ー

間
ホ
ー

家家
償
家
償
家

う

等
を
等
を
行
う

を
行

等等

「
有有有
償
家

有
償償
家
事
家
事
家家家
事
援
助
サ

等等

サ
ー
ビ
ス
」
等

サ

ス
」

助
サ

先
駆
先先
駆

の

高高
年
の

高
年

先

団
体
の
体

先

体
の
先
の

つ
一
つ

駆駆
け
の

駆
け

中
高
中
高

つ
で
す
。
中

す
。

心
に
心
に

つつ
ら
つ

女

中
心

女
性
を

女
性性
を

女

を
中
を

心

識
学
識

に
、
に

かか
らら

識
者
と
一
と
一

勉
の
勉

しし

っ
く
っ
くくく

介
護

た
介

っ
たた
介
護
の
勉

か
ら

強
会
か

勉
強

タ
ー
タ
ー
ト
し
ト

ら
ス
タ
ス
タ

ま

者
、

た
し
た
ししし
ま
し
ま
し

利

た
。
た

者
、

利
用
者

動
者
が

活
動

に
会

共
に
会
員
会

者
が
共共

ず
ヘ
ル
パ
ー
に
毎
に
毎
月
の
「
協
力力

の

協
力力
協
力力

よ

協
力力
協
力
会
員
だ
よ

力
会

り
」
や
通
信
研
信
研
修
に
よ
り
、、
正

に
よ

正正正

報

正正
し
い
情
報

正
し

や
団
体
の
方方
針
、
支
援
時

感

時
の
感

支

感感感感

等等

感
染
対
策
等等

を
伝
え
まま
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え

れ
を
ふ

た
。

えええ

用

え
、
利利
用

者
へ
は
利
は
利
用
会
員
向
け
の
「
ま
ご

向
け
の

会
員

ごごご

だ

ご
こ
ろ
こ
ろ
だ

よ
り
」
り
」
の
ほ
か
、
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
必必

ヘ
ル
パ

ほ
か

ら
必必
ら
必必
ら
必必

な

ら
必必
要
な

情
報報
を
正
確
に
伝

る
こ
と
を
心心
が

伝
え
る

正
確

ががが

ま

が
け
ま

しし
た
。
非
常
時
の
中
の
活
動
でで
あ
る

時
の
中

非
常

るるる

と

る
こ
と

へ
の
理
解
を
促
し
な
が
ら
、
徐徐
々
に
状

促
し

理
解

状状状
況況
状
況

に
慣
れ
て
い

だ
く
よ
う
にに
し
ま
し
た

い
た
だ

慣
れ

たたたた
。

「
た
す
け
あ
い
」
の
精
神
でで
活
動
継
続

あ
い
」

た
す２

年
３
月
頃
よ
り
利
用用
者
の
状
況
に
況
に
応

３
月
頃

２

応応応応応

じ
、
サ

ビ
ス
内
容
のの
変
更
や
短
時時
間
化

サ
ー
ビ

じ

化化化化化化化

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
そ
の
上
で
、

い
ま

を

33
6
5
日日日日

24
時

の
電
話
対
応応
等
、
生
活
やや
生
命
に

時
間
の

直
結
す
る
サ
ー
ビ
スス
は
可
能
なな
限
り
継
続

結
す

直し

い
ま
す
。
副

子

副
代
表
理
事
のの
西
野
智
子

し
て
い

し
ん
は
「
ヘ
ル

い
』

ル
パ
ー
は
『
たた
す
け
あ
い
』

さ
ん
ささ

精
神
の
も
と

め
て

と
活
動
継
続
をを
受
け
止
め

の
精
の

れ
て
お
り
大

ま
す
。

大
変
心
強
い
」
い
」
と
言
い
ま

れれ
く
れた

だ
し
、

は
自

ス
タ
ッ
フ
やや
ヘ
ル
パ
ー
は

たが
利
用
者

な
い
よ

者
へ
の
感
染
源源
に
な
ら
な

身
が
身

細
心
の
注

張
感
を

注
意
を
払
いい
、
日
々
緊
張

う
細
う

え
て
活

そ
の
不
安安

活
動
し
て
い
るる
た
め
、
そ

抱
え解

消
や

す
。
体
力力

や
健
康
管
理
がが
重
要
で
す

の
解
の

の
た

在
宅
勤
務務

た
め
の
短
時
間
時
間
勤
務
や
在

維
持
維
持
維

入
し

動
に
切
りり

し
、
直
行
直直
帰
型
の
活
動

導
入入

を
導
入

を

ス

ー
の
相
談談
に

ス
タ
ッ
フ
がが
ヘ
ル
パ
ー

、
ス

替
え
、

替

て
い
ま
すす
。

フ
ォ
ロ
ー
をを
心
が
け
て

等
フフ

乗
る
等

乗乗

禍
で
の
影影
響

長
く
続
くく
コ
ロ
ナ
禍

方
、、
長

一
方

崩
す
利
用用
者

、
最
近近
体
調
を
崩

積
ささ
れ
、

蓄
積

が
蓄
が

ー
ビ
ス
にに
行

ま
す
。
デ
イ
サ
ー

え
てて
い
ま

え

も
増
え

ももも

あ
い
」

す
け
あ

の
た

「
会
員
同

に
な
り
、「

同
士
の
た
す

す
。

ま
す
。

れ
て
い

ス
が
提
供
さ

で
サ
ー
ビ
ス

で

さ
れ

い
ま

そ
の

は
、
そ

の
強
み

ろ
サ
ー
ビ
ス

ま
ご
こ
ろ
サ

ス
の

み
は

で
す
。

こ
と
で

支
え
る

「
丸
ご
と
」

の
生
活
を「

方
の

支
え
る
こ

と
、

ビ
ス
と

く
サ
ー

制
度
に
基
づ

く
の
方
が
制

多
く

づ
く

ー
ビ

ラ

イ
プ
ラ

わ
く
マ

の
「
わ
く

費
サ
ー
ビ
ス
の

自
費

く
わ
く
マ
イ

い

し
て
い

利
用
し

み
合
わ
せ
て

業
」
を
組
み

ン
事
業

て
利

し
を
豊

生
活

ー
ビ
ス
で
は

自
費
サ
ー

ま
す
。

は
、

活
をに

代

家
族

外
出
支
援

す
る
た
め
の
外

か
に
す
る

援
、
家
族
に送

迎

も
の
送

援
助
、
子
ど

ア
や
家
事
援

わ
る
ケ
ア

ど
も

送制
度

能
な
制

す
。
対
応
可

っ
て
い
ま
す

等
を
行
っ

可
能

制
度と

機
関
等

政
や
医
療

が

頃
か
ら
、
行
政

が
な
い
頃

療
機

等
と行行

活
移

者
の
地
域
生

連

精
神
障
害
者

連
携
し
、
精

域
生
活
移
行行

連連

病

援
、
病病

域
生
活
の
支

害
者
の
地
域

重
度
障
害

支
援

病病

やや
重
度

っ
てて
き

支
援
等
も
行

の
方
へ
の
支

病
の

行
っ

き

児児
や
難
病
の

会
員
は
約

在
、
利
用
会

約

ま

現
在

し
た
。
現
在

ま
しし

22
00
00

ヘ
ル

フ
の
ほ
か

ス
タ
ッ
フ

か
、

ル

所
ス
タ

事
務
所

人
でで
、
事

人

は

会
員
）
は

動
会

ー
（
活
動
会

パ
ーー

74747
人
い
ま
すすす
。

を
伝
え
るる

利

を
伝

確
な
情
報
を

確確
な

に
正
確

利
用用
者
に
正

ク
や
ク
や

、
ママ
スス
ク

令
和
令
和

頃
は
、

４
月
頃

２
〜
４

年
２

令令
和
２
年
２

ささ

に
悩悩
まま

消
毒
液液
等

不
足
にに
悩

品
の
不

生
用
品
の

生
用

等
の
衛
生

ー
ペ
ー
ペ
ー

れ
ま
しし
た
。
加

イ
レ
ッッ
ト

イ

ペペ

イ

て
ト
イ

加
え
て

加

れ

も

パ
ー
等

し

等
も
不
足
し

も

利利
用
者
にに
も
に

で
利利
用

と
で

し
た
こ
と

し

パ
ー
等

不
安
が

ヘ
ル

が
広
が
り
、

し

手
分分
けけ
し
け

ー
がが
手
分

ー
が

ヘ
ル
パ
ー

安
がが
広

て
利
用

購
入
す
る

用
者
分
を
購

た
。

ま
しし
た
し

どど
し
ま
し
ま
し

な
どど
し

す
る
な

用
者
分

ま
た

の
利
用
者
に

、
多
く
の

型型

っ
て
新
て
新新
型

に
とと
っ
て

者
に

多
く

コ
ロ
コ

化化

ロ
ナ
に

の
中
の
変
化

に
よ
る
世

解
理
の
理理
解

ココ

化化
へ
の
理
の
理

る
世

難
し

らら
い

し
く

を
持
ち
づ
ら

く
危
機
感

、、

と
が

が
難
が

い
こ
と
こ
とと
が

を
持

感
を

上
のの

たた
。
マ

課
題
で
し
た

の
大
き
な
課

ク

支
援
上

支

マ
ス
マ
スス
ク

課
題
で

やや
換

のの
対
応応

手
洗
い
等

換
気
、
手

の
着
用
や

の

や

の

応
や
応
や
、

洗
い

の
外

要要
性
が
認
識

が
認

自
粛
の
必
要

外
出
自

識

不
要
不
急急
の

不
要
不

認
識識

の
必

も
い

そ
ここ
で
、
ま
、

ま
し
た
。
そ

い
ま

ま

づ
ら
いい
方
も

し
づ
ら

し

ま

。
そ

すすのすム内のすホーム内のすホホー 内のすグループホグループホグ プ
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こ
も
り
が

ず
閉
じ
こ
じ
こ

精精
神
的
にに

ち
に
な
り
精
り
精

が
ち

け
ず

だ
り
、
フ

ち
込
んん
だ

す
す
ん
だ
ん
だ

フ
レ
イ
ル
がが
す

フ
レ

落
ち

悪

疾
患
が
悪

、
慢慢
性
疾

す
る
方
る
方
が

悪
化
し
たた
り
す

り
、

近
所

す
。
近

らら
れ
ま
す

す
機

が

機
会
が

所
の
方
と
方
と
話

見
ら

ヘ
ル

り
、

な
く
な
り

の

の
唯

の
週
の
唯

ル
パ
ーー
が
そ

少
な
少
な

相
手
と
い

相
手

の
話
し
相

少

ら
ず

少
な
か
ら
ず

い
うう
方
も
少少

一
の

て
く
れ
てて

て

り
「
来
て

い
う
声

と
い
う
声

てて
心
強
い
」」

お
り

い
ま
す
。
す
。

て
い

聞
い
て

精
神
面

精

面
共

身
体
面面
、

も
聞

い
く
必必
要

え
て
い

支
え

て
い
ま

て
い
ま
す
。

要
を
感感
じ
て

に
支

へ
のの
体
験

域
の
方
へ

域
の

実
施
を
施
を
検
討

験
講
座

実

講
座
の
実

地
域

地
域
地
域
の
方

多
く
の
地

多

と
協協
力
を
得

方
の

加
と

の
参
加

多

てて
い
た
地

開
催
し
てて

ササ
ロ
ン
は
休

地

交
流
サ

地
域
交
流
サ

て
開
て

活

ま
す
。
代代

し
て
いい
ま

介
護
や
活

り
に
、

代
わ
り
に
、

止
し
止

問

が
あ
るる
中

に
関
心
関
心
が

性
か
ら
の
問

高
年
男

中
高

男
性

動

え
、
え
、

が
増増
え

合
わわ
せ
が

況
を
ふ
ま
え

て
い
る

て
い
る
状
況

い
合

や

を
対対
象

地
域域
の
方

等
の
家
事
やや

に
、
料

象
に

料
理
等

地

験

援
に

要

に
必
要

生
活活
支
援

関
す
る
体体
験

要
な
内

要

内
容
に
関

生

活

開
催

計

開
催
を
計

講講
座
の
開

す
。
在
宅
生
宅
生
活

計
画
中
画
中
で
す

講講

深

ル
パ

る
ヘ
ル

を
支
え
るる

人
材
不
足足
は
深

パ
ーー
等
の
人

をを

事
家
事

仕
事

が
、
仕

刻
で
す
が
す
が

機
応
変変
な
家

事事
に
は
臨
機

刻

自自

活
支
援

生
活

援

能
力
やや
生

要
で
ああ
り
、

援援
力
が
必
要

能身

た
め
、、

た
め

身身

向
上

質
向
上
や

身
の
資資
質

見
極極
め
の
た

や
適
性
の
見

身ま

す
。
す

まま

験
が
重

験

重
要

ま
ずず
体
験

考
え
てて
い
ま
す

要
だ
と
考
え

ま

安
心
しし

安

さ
ん

野
さ
ん
は

西西
野
さ

ナ
禍

安

禍
で
、
安

は
「
コ
ロ
ナ

て

と
一
層

てて

け
る
職

け

職
場

てて
働
け

が
必

と

必
要
だ
と

場
づ
く
り
が

実実

体
介介
護

実

し
た
」

実

」
と

し

実
感
し

ま
す

身
体

す
。「
身
体

と
言
い
ま

だだ

全
体体
を
支

だ

で
な

だ

な
く
家

で

だ
け
で

助
も

全
体

も
生
活
全

家
事
援
助
も

え

最最
先
端

重
要要
な
仕

る
重
る
重

医
療

様
、

医
療
同
様
、

な
仕
事
。
医

端

に

会会
に
正
し

る
ヘヘ
ル

いい

働

社
会

働
き
が
社

ル
パ
ー
の
働

し

く
評

今今
後
も

評評
価
評
価
さ
れ

評評

要
が

る
。

が
あ
る

れ
る
必
要

も
、

体
団
体

し
続続
け
る
こ

体体
同同
士
が

体

し
て

信
し

て
発
信

が
連
携
し

る
こ

が
と
が

す
。

がが
必必
要

語

す
。

語
り
ま
す

要
だ
」
と
語

ムホ ムホーム者者者グループホグループホグル プ齢者高齢者症高齢症高 者グ者グ認知症高
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発東社協
　

令
和
３
年
度
は
「
東
京
の
多
様
性
を
活
か

し
た
〝
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
〞」
を
め
ざ
す

今
期
東
社
協
中
期
計
画
の
３
年
度
目
と
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
６
つ
の
柱
で
各
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
と
権
利
擁
護
、 

自
立
生
活
支
援
の
推
進

○ 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
に
お
け
る
「
意

思
決
定
支
援
」
を
重
視
し
た
研
修

○ 

「
地
域
と
家
裁
の
連
携
に
よ
る
成
年
後
見

制
度
の
新
た
な
選
任
・
利
用
支
援
の
し
く

み
」
の
推
進

○ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
適
切
な
苦

情
解
決
と
区
市
町
村
苦
情
対
応
機
関
と
の

連
携
し
た
取
組
み
の
推
進

○ 

小
規
模
事
業
者
等
に
お
け
る
苦
情
解
決
や

権
利
擁
護
の
取
組
み
の
強
化

○ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
等
の
国
等
の
関

連
施
策
改
正
・
見
直
し
へ
の
適
切
な
対
応

と
適
正
な
運
営

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
ふ
ま
え
た
緊
急
小

口
資
金
お
よ
び
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸

付
の
実
施

○ 

東
日
本
大
震
災
発
災
後
10
年
を
ふ
ま
え
、

地
域
へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
都
内
避

難
者
へ
の
支
援
事
業
の
実
施

1

福
祉
水
準
の
向
上
を
支
え
る 

基
盤
の
強
化

○ 

研
修
や
規
程
集
の
発
行
を
通
じ
た
経
営
支

援
事
業
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
全

般
に
係
る
支
援
の
充
実

○ 

専
任
相
談
員
や
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等

に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
経

営
に
関
す
る
相
談
事
業
の
実
施

○ 

東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
未

経
験
者
等
の
求
職
者
へ
の
福
祉
業
界
の
情

報
発
信
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
手
法
を
活

用
し
た
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ
等
職
業
紹
介

機
能
の
強
化
と
実
施

○ 

身
近
な
地
域
で
の
多
様
な
人
材
確
保
に
向

け
た
「
地
域
密
着
面
接
会
」
の
開
催

○ 

介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

事
業
等
に
よ
る
福
祉
職
場
従
事
者
へ
の
支

援
の
促
進

○ 

求
職
者
の
ニ
ー
ズ
対
応
の
た
め
の
新
た
な

修
学
資
金
貸
付
事
業
の
着
実
な
実
施

○ 

次
世
代
や
未
経
験
者
に
向
け
た
福
祉
の
魅

力
の
普
及
啓
発

○ 

収
録
型
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
化

等
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
自
主
・
委
託
研
修
の
運
営

○ 

従
事
者
共
済
会
で
の
退
職
共
済
事
業
の
安

定
し
た
資
産
運
用
と
効
率
的
運
営
の
確
保

2

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
協
働
と 

幅
広
い
参
加
の
促
進

○ 

東
社
協
の
機
能
強
化
に
向
け
た
会
員
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
拡
大

○ 

東
京
都
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
に
よ

る
3
か
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業
推
進

と
、
令
和
4
年
度
の
全
法
人
加
入
に
向
け

た
取
組
み

○ 

東
京
都
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
委
員
会
に
よ
る
広
域
連
携
訓
練
や

人
材
育
成
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

○ 

会
員
施
設
等
の
被
災
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
支
援
体
制
の
検
討

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
発
生
施
設
へ
の
応
援
職

員
の
派
遣
調
整

○ 

部
会
と
連
携
し
た
障
害
者
支
援
施
設
等
支

援
力
育
成
派
遣
事
業
の
実
施

○ 

各
種
業
種
別
部
会
を
通
じ
た
①
人
材
の
確

保
・
育
成
・
定
着
②
災
害
時
の
福
祉
支
援

③
地
域
公
益
活
動
等
の
推
進

○ 

「
東
京
版
活
動
強
化
方
策
」に
基
づ
く
民
生

児
童
委
員
、
民
児
協
の
活
動
の
推
進
と
、

民
生
児
童
委
員
活
動
の
普
及
啓
発
、
研
修

等
の
実
施

○ 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
情
報
提
供
機
能
の
強
化
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
地
域
定
着
、
東
京
都
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の

協
議
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
会

議
の
新
団
体
設
置
の
検
討

○ 

東
京
善
意
銀
行
に
お
け
る
寄
附
文
化
醸
成

お
よ
び
寄
附
者
と
配
分
施
設
の
交
流
促
進

3

地
域
の
取
組
み
の 

支
援
と
普
及

○ 

「
東
京
ら
し
い
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」、

「
包
摂
・
共
生
型
の
地
域
社
会
づ
く
り
」
に

向
け
た
「
包
括
的
支
援
体
制
づ
く
り
に
お

け
る
社
協
戦
略
会
」
等
の
協
議
・
検
討

○ 

地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
と
社
会
福
祉
法
人
・
民
生
児

童
委
員
等
と
の
地
域
福
祉
の
協
働
体
制

（
東
京
モ
デ
ル
）の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

○ 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で
の
事
業
運
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
情
報
交
換
会
の
実
施

4

令和3年度

東
社
協
事
業
計
画
・
予
算

令和3年度　資金収支予算総括表
Ⅰ 一般会計

収入 支出 前期末 
支払資金残高

当期末 
支払資金残高

1 社会福祉事業区分 5,821,842千円 5,790,274千円 340,098千円 371,666千円
2 公益事業区分 13,401,921千円 14,841,229千円 10,819,982千円 9,380,674千円
事業区分間内部取引消去 △8,788千円 △8,788千円 - -
一般会計合計 19,214,975千円 20,622,715千円 11,160,080千円 9,752,340千円
Ⅱ 生活福祉資金会計

収入 支出 前期末 
支払資金残高

当期末 
支払資金残高

1 生活福祉資金 2,185,489千円 102,338,850千円 100,153,361千円 0

2 生活福祉資金 貸付事務費 2,025,979千円 2,025,979千円 0 0

3 要保護世帯向け不動産担保型生活資金 145,650千円 169,050千円 1,319,694千円 1,296,294千円

4 臨時特例つなぎ資金 600千円 27,464千円 220,769千円 193,905千円
5 離職者支援資金 4,190千円 4,190千円 2,253千円 2,253千円
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　プロ野球読売巨人軍・今村信貴選手より児童養護施設
で暮らす子どもたちにランドセルが贈られました。これ
にあわせてオンライン交流イベントを開催。会話は弾み、
最後には今村選手より「これからもたくさんランドセル
を贈れるように頑張りたい」とのコメントがありました。
施設の職員からは「コロナ禍で外出が制限される中、久
しぶりのイベントで子どもたちや職員の笑顔を見ること
ができた」との声をいただきました。

東京善意銀行では、社会福祉施設等への寄附のご相談を承っ
ております。
●千代田区神田駿河台1-8-11 東京YWCA会館3階
　☎03-5283-6890　 zen-i@tcsw.tvac.or.jp

今村選手（左上）から寄贈されたランドセルを背負う子どもたち（右下）
（出典）読売巨人軍  http://www.giants.jp/G/gnews/news_ 

3915638.html

東京善意銀行への寄附をご紹介します。（不定期掲載）

（ ）プロ野球読売巨人軍

今村信貴選手と子どもたちの
オンライン交流会

東
京
の寄附のカタチ

情
報
発
信
と 

提
言

○ 
転
職
者
等
の
未
経
験
者
の
確
保
・
育
成
・

定
着
に
資
す
る
検
討
と
ツ
ー
ル
の
作
成

○ 

福
祉
の
魅
力
可
視
化
に
向
け
、
中
学
生
の

職
場
体
験
等
の
場
面
で
活
用
で
き
る
冊

子
、
お
よ
び
連
動
し
た
動
画
の
作
成
と
特

設
ペ
ー
ジ
の
充
実

○ 

「
東
社
協
に
お
け
る
広
報
戦
略
」に
基
づ
く

情
報
発
信
体
制
の
強
化

○ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
ふ
く
し
実
践
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
課
題

解
決
力
を
高
め
る
た
め
の
情
報
発
信

○ 

出
版
事
業
の
体
制
整
備
と
推
進

○ 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
も
と
、
令
和
2

年
度
の
地
域
福
祉
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
に
て

5

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
基
づ
く
提
言
と

普
及
啓
発
や
推
進

東
社
協
法
人
基
盤
の 

強
化

○ 

役
員
会
の
構
成
の
見
直
し
と
総
合
企
画
委

員
会
と
の
関
係
整
理
等
の
検
討

○ 

令
和
3
年
度
ま
で
の
「
中
期
計
画
」
の
推

進
評
価
、
お
よ
び
令
和
4
年
度
か
ら
の
新

た
な
「
東
社
協
中
期
計
画
」
の
策
定

○ 

本
会
に
よ
る
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
組
み
」
の
実
施

○ 

東
社
協
職
員
育
成
の
た
め
の
研
修
体
系
の

検
討
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
、
Ｉ
Ｔ

環
境
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
実
施
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
等
の
諸
課
題
へ
の
対
応

6

　

東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
以

下
、
研
修
室
）
で
は
、「
収
録
型
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
」

の
受
講
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

〈
４
月
募
集
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
〉

 

職
‥
ス
タ
ッ
フ
向
け　

管
‥
管
理
者
向
け

【
職
】
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
（
※
１
・
※
２
）

【
職
】
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

【
管
・
職
】
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

（
※
１
）「
字
幕
」
付
き
も
選
択
可
能
。

（
※
２
）
令
和
２
年
度
の
〔
再
〕
配
信
動
画
。

　
そ
の
他
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

会
計
入
門
、職
員
採
用
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施

予
定
で
す
。

　
視
聴
期
間
は
、
研
修
に
よ
り
異
な
り
、
６
月

か
ら
順
次
開
始
い
た
し
ま
す（
事
前
申
込
制
）。

研
修
動
画
は
東
社
協
研
修
受
付
シ
ス
テ
ム「
け

ん
と
く
ん
」
上
の
「
収
録
型
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
特
設

サ
イ
ト
」
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
室
が
開
催
す
る
集
合
型
研
修
と
併
せ

て
ご
活
用
い
た
だ
き
、
福
祉
現
場
の
組
織
力

ア
ッ
プ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
！

 「けんとくん」
 トップ画面

ここか
ら

≪前年度のアンケート結果より≫
★時間・場所を問わず、自分のペースで　★時間を効率
的に使用　★業務と両立　★分からない箇所を繰り返し
見られる　★交通費もなく経費削減　★コロナウイルス
感染症防止　★在宅勤務に最適

【お問合せ】 東京都福祉人材センター研修室 
TEL：03-5800-3335
けんとくん
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◆
現
在
の
仕
事
に
出
会
う
ま
で

私
の
小
さ
い
頃
は
と
て
も
消
極
的
で
、
特
に

こ
れ
と
い
っ
て
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
親
戚
が
集
ま
っ
た
時
に

「
小
さ
い
子
は
あ
な
た
に
一
番
懐
く
ね
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
子
ど
も

と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
で
保
育
士
の
資
格
を
取
得
、
卒

業
後
は
保
育
園
に
就
職
し
、
5
年
ほ
ど
働
き
ま

し
た
。
で
す
が
、
園
児
の
親
御
さ
ん
と
関
わ
る

中
で
、
ま
だ
子
育
て
経
験
の
な
か
っ
た
自
分
の

未
熟
さ
を
感
じ
、
転
職
を
考
え
ま
し
た
。
や
り

た
い
こ
と
は
何
か
迷
い
ま
し
た
が
、漠
然
と「
人

の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
、
医
療
業
界
を
考
え
ま
し
た
。
保
育
士

と
し
て
働
き
な
が
ら
医
療
事
務
の
資
格
を
取
り
、

転
職
を
し
て
、
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
20
年
ほ

ど
勤
め
ま
し
た
。
病
気
の
子
ど
も
を
先
生
に
診

て
も
ら
う
た
め
に
来
院
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
そ
の
子
の
世
話
を
す
る
親
御
さ
ん
も
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
変
で
す
。
そ
の
よ
う

な
方
に
「
寝
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
」
な
ど
と

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
と
、
子
育
て
な
ど
の
相
談
を
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
も
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
を
経
験
し
た
の
で
、お
話
を
聞
く
中
で「
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
親
の
力
に
な
り
た
い
」
と
思

い
、
相
談
援
助
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
働
き
な
が
ら
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取

り
、
現
在
は
里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て
乳

児
院
で
働
い
て
い
ま
す
。

乳
児
院
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
家

庭
で
暮
ら
せ
な
い
0
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
生
活
を
す
る
施
設
で
す
。
私
は
、

施
設
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
的
な
環
境
で

成
長
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
機

関
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
里
親
と
の
面
会
や
交

流
を
調
整
し
、
里
親
に
委
託
を
す
る
こ
と
を
手

伝
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
里
親
家
庭
も
支
援
し

て
い
て
、
定
期
的
に
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い

ま
す
。

◆
悩
ん
だ
時
は
「
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」
を

常
に
考
え
て
い
る

里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て
働
き
始
め
て

ま
だ
1
年
目
な
の
で
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
子
ど
も
と
里
親
の
相
性
は
良
い
の
か
」「
こ

の
ま
ま
里
親
委
託
を
す
す
め
て
良
い
の
か
」
と

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
一
人
で

考
え
込
む
よ
り
も
、
職
場
の
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
人
の
考
え
を
聞
い
た
り
、
他
の
乳
児
院
の
里

親
支
援
専
門
相
談
員
に
子
ど
も
と
里
親
の
交
流

方
法
な
ど
を
相
談
し
た
り
し
て
、
双
方
に
と
っ

て
良
い
方
向
で
里
親
委
託
が
す
す
む
よ
う
に
調

整
し
て
い
ま
す
。
周
り
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

自
分
一
人
で
は
1
つ
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
解

決
方
法
も
2
つ
3
つ
と
出
て
き
て
、
さ
ら
に
、

別
の
視
点
か
ら
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う

な
こ
と
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
相
手
の
思
い
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
き
た

改
め
て
振
り
返
る
と
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち

が
懐
い
て
く
れ
た
の
は
、
そ
の
当
時
は
意
識
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
手
の
思
い
を
汲
み

取
ろ
う
と
し
て
接
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
部
分
は
今
も
変
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
現
在
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ

で
、
自
分
の
基
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
自
分
が
思
っ
た
こ
と
の
す
べ
て
を

上
手
に
言
葉
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ「
今
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」と
い
っ

た
相
手
の
思
い
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
と
接
す

る
時
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
仕
事
を
す
る

上
で
も
常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
乳
児

院
に
は
、
保
育
士
や
看
護
師
、
心
理
士
や
家
庭

支
援
専
門
相
談
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や

仕
事
内
容
が
あ
る
の
で
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
今
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
を
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
、

人
間
関
係
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
制
度
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

里
親
支
援
専
門
相
談
員
は
、
頑
張
っ
た
こ
と

が
す
ぐ
に
目
に
見
え
て
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

乳
児
院
内
で
子
ど
も
と
里
親
が
交
流
す
る
様
子

を
近
く
で
見
て
き
て
、
里
親
家
庭
に
委
託
が
決

ま
っ
た
後
に
家
庭
訪
問
に
行
く
と
、
子
ど
も
の

顔
つ
き
が
そ
の
家
庭
に
馴
染
ん
で
い
る
の
が
分

か
り
ま
す
。
そ
の
瞬
間
に
「
委
託
を
す
す
め
て

き
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
先
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
里
親
と
里
子
と
い
う
関
係
が
一
般
的

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
的

な
環
境
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ

と
、里
親
制
度
が
あ
る
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
里
親
家
庭
が
、
一
般
家
庭
と

同
じ
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
社
会
に
な
る
こ
と

を
信
じ
て
、
里
親
制
度
の
啓
発
活
動
や
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

相
手
の
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
を
大
切
に

社
会
福
祉
法
人
春
和
会

わ
ん
ぱ
く
乳
児
院
で
里
親
支
援
専
門
相
談
員
と
し
て
働
く

佐
々
木
理
恵
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

佐々木理恵子さん
Rieko Sasaki

ZOOM面会の様子。
画面越しの家族と目が合うよ
うに子どもに声かけをしている
様子を再現。
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会議資料
■第4回障害者の就労能力等の評価の在り
方に関するワーキンググループ（資料）（厚
生労働省／2月）

■生活保護基準の新たな検証手法の開発
等に関する検討会のとりまとめ（厚生労働省
／3月）

■「社会保障教育モデル授業等に関する検
討会（第1回）」資料（厚生労働省／3月）
■「職場適応援助者養成研修のあり方に関
する研究会」報告書（厚生労働省／3月）
■第1回「外国人雇用対策の在り方に関する
検討会（オンライン開催）」資料（厚生労働省
／3月）

■第4回「障害者の就労支援体系の在り方
に関するワーキンググループ」資料（厚生
労働省／3月）

■令和2年度全国児童福祉主管課長会議

資料（厚生労働省／3月）
■令和2年度全国介護保険・高齢者保健福
祉担当課長会議資料（厚生労働省／3月）
■障害保健福祉関係会議（厚生労働省／3月）
■成年後見制度における市長村長中立に関
する実務者協議資料（4回目）（厚生労働省／
3月）

■「共生社会におけるトイレの環境整備に関
する調査研究」報告書（国土交通省／3月）

調査結果
■地域社会の暮らしに関する世論調査（内閣
府／2月）

■令和2年度保健師活動領域調査（領域調
査）の結果について（厚生労働省／3月）
■被保護者調査（2019年度）確定値（厚生労
働省／3月）

■令和元年度母子家庭の母及び父子家庭
の父の自立支援施策の実施状況（厚生労働
省／3月）

■令和元年度「高齢者虐待の防止、高齢者
の養護者に対する支援等に関する法律に
基づく対応状況等に関する調査」の結果
及び高齢者虐待の状況等を踏まえた対応
の強化について（通知）（厚生労働省／3月）

その他
■感染症や災害等の非常時にやむを得ず学
校に登校できない児童生徒に対する学習
指導について（通知）（文部科学省／2月）
■禁煙啓発リーフレット「自分のために。家
族のために。タバコ、やめませんか？　禁
煙でみんな幸せに」（都福祉保健局／3月）

受付＝受付受受付受付期付期間期間＝＝受＝受受付受受付付期付付期期間期期間間間 締切 申申込締込締切締切　切＝＝申申申込締込込締締切締締切切切切 日時 時日日日時時時＝＝日日日日時時日時時時 場所＝場所場場所場所所＝＝場＝場場所場場所所所所 助成 助助助成成成金金額額＝＝＝助助助助成成助成成金金成金額額額 定員＝定員定定員員員　＝＝定定定員員定員員員 費用 参加費参参加参加費加費費＝参＝参参加参参加加費加加費費費費 内容 内内内容容容 テテテ ママ　＝＝内内内内容容内容容・テ・容 テテーテテーママママ 対象 対対象者象者者＝＝対対対象者象象者者者者
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助成金

東京ウィメンズプラザ
配偶者暴力防止等民間活動
助成事業
日時 4月30日（金）必着 対象都内に事務所又
は活動拠点を有している民間団体（事業内容に
よっては個人でも申請可） 助成（１）自主活動・
施設の安全対策等への助成（事業費経費の１/
２以内で限度額100万円。DV被害者への同行
支援事業については限度額150万円）（２）アド
バイザー派遣　申込所定の申請書と必要書類
を郵送　問合東京ウィメンズプラザ　事業推進
担当　配偶者暴力防止等民間活動助成事業
担当　〒150-0001　渋谷区神宮前5-53-67
TEL 03-5467-1980　FAX 03-5467-1977
HP  http://www1.tokyo-womens-plaza.
metro.tokyo.jp/

ニッセイ財団　高齢社会助成
「地域福祉チャレンジ活動助成」・
「実践的課題研究助成」
締切①5月31日（月）②6月15日（火）いずれも消
印有効 対象「共に生きる地域コミュニティづ
くり」を基本テーマに、活動や研究を行う団体・
個人に助成 ①地域福祉チャレンジ活動助成：
地域包括ケアシステムの展開や深化につなが
る5テーマのいずれかの活動にチャレンジする
意欲があり他と協働で行う団体（法人格の有無

は問わない）②-1「実践的課題研究助成」：高
齢者、認知症等の4分野での実践的研究を行う
研究者または実践家②-2「若手実践的課題研
究助成」：4つの分野の中のテーマに対する課
題を明確にした研究を行う45歳未満の研究者
または実践家　助成①年間上限200万円（２年
間）、②-1年間上限200万円（２年間）、②-2上
限100万円　申込所定の申請書類に必要事項
を記入し郵送　 問合（公財）日本生命財団
〒541-0042　大阪府大阪市中央区今橋3-1-7
日本生命今橋ビル4階
TEL 06-6204-4013　FAX 06-6204-0120
HP  http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/

講座・シンポジウム

【オンライン】性暴力被害者支援
研修・セミナー
日時 5月15日（土）15時～17時　 定員 200名　
費用 2,200円　内容米国で性暴力被害に遭った
フォトジャーナリスト・大藪順子氏によるセミナー
「立ち上がる選択―性暴力被害者と支援者のた
めに」 申込ホームぺージ、メール、Peatixにて
※追ってZoomのURLを送付 締切 5月12日
（水）　問合（一社）人権問題研究協議会　事務
局：加藤
TEL 03-6869-6365
メール  info@humanrights-ra.com
HP  https://www.humanrights-ra.com

その他

第2回福祉・介護のおしごとフェア
日時 4月24日（土）14時～16時半　場所東京消
防庁スクワール麴町3階「錦」 費用無料　内容
都内7つの社会福祉法人のしごと説明・面接会
申込不要　問合特別養護老人ホーム博水の郷　
担当：佐藤、田中、片桐
TEL 03-5491-0340
HP  https://ameblo.jp/tokyofukushi-shinjidai/

犯罪お悩みなんでも相談
日時 4月1日（木）～令和4年3月31日（木）　火・
木曜日（祝日・年末年始を除く）9時～17時
費用無料　内容社会福祉士や精神保健福祉士
による犯罪の悩みに関する電話相談（TEL：050-
3138-2009） 対象都内在住の、万引きなどの
犯罪行為をしてしまうご本人、そのご家族また
は関係者の方など　申込不要※来所相談を希
望する場合、電話にて要相談　問合東京都　都
民安全推進本部　総合推進部　都民安全推
進課
TEL 03-5388-2265
HP  https://www.tomin-anzen.metro.tokyo.
lg.jp/chian/anshinanzen/saihan-boushi/
hanzai-sodan/index.html

月31日（水）時点の情報です。感染症拡大防止のため3月33月月3月月331131日日日（水水（水水）時）水）時時点時時点点点点の情のの情情情情報報報でででですすです。感。感感染感感染染症染染症症拡症症拡拡拡拡大大大防防防止止止止のの止ののたたのためめめめ、イめ、イイベイイベベンベベンントンントト等等ト等等がが等がが中中が中中止止中止止まま止ままたたまたたははたはは延延は延延期期延期期にに期ににななにななるるなるる可可る可可能能可能能能3月3月3月311日日（水水水）時）時点時点点の情の情情報報ででですす 感感染感染症染症拡症拡拡大大防防止止止のののたためめめ イイベイベンベントント等等等ががが中中中止止止まままたたたははは延延延期期期ににになななるるる可可可能能能
性があります。詳細は各団体にお問合わせください。性性性性性ががががああがありまりりまますまますす。すす。詳詳詳細詳詳細細は細細はは各はは各各団各各団団体団団体体に体体ににおににおお問おお問問合問問合合わ合合わわせわわせせくせせくくだくくだださだだささいささいい。いい。ががが だだだ

内容等のお内内容容容等の等のおのお問い問い合い合わせわせはせはそそれぞれぞれれれの団の団体体体 出出版社版社 お願お願い願いいたいたしたしますます。。内内内容容内容容等の等容等ののおののおお問い問お問いい合いい合合わせわ合わせせはせせははそそはそれぞれれぞぞれれぞれれの団のれの団団体体団体体・出出体 出版社版版社社へへ社へお願おお願願い願願いいいたいいいたたしたたししますましますす。。す
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● 毎月1回8日発行／315円（本体286円＋税）
● 発行人／小林秀樹　社会福祉法人 東京都社会福祉協議会
東京都新宿区神楽河岸1番1号  ☎03（3268）7171
● 振替口座／00110-4-71955
● https://www.tcsw.tvac.or.jp/
ご意見お待ちしています！
● kouhou@tcsw.tvac.or.jp
● イラスト／加藤由紀 ● デザイン・プリント／株式会社美巧社
※ 「福祉広報」全ページをホームページに公開しています。
※ 視覚障害のある方に読んでいただくため、テキストデータをホームページに掲載しています。
https://www.tcsw.tvac.or.jp/koho/kohoText/index.html

定期購読者募集中！

社会福祉法人をはじめとするさ
まざまな主体が地域の福祉課題
の解決にむけて取り組んでいる
実践を「ふくし実践事例ポータ
ル」で紹介しています

本号では、十分な感染症対策をとった上で取材を行いました。
一部記事では、Web会議システムなどを用いたリモート取材を行いました。

◆「
ぷ
る
す
あ
る
は
」の
は
じ
ま
り

さ
い
た
ま
市
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
同
僚
の
北
野
陽
子
医
師
ら
と
ア

デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依
存
症
）
の
親
を
持

つ
家
庭
の
子
ど
も
の
心
理
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
紙
芝
居
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
の
〝
伝
わ
っ
た
手
応
え
〞
が
活
動

の
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

媒
体
が
国
内
で
見
つ
か
ら
ず
「
だ
っ
た

ら
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
と
〝
精
神
障
害

の
親
を
持
つ
子
ど
も
の
応
援
〞
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

◆
待
合
室
で
親
を
待
つ
子
ど
も
た
ち

精
神
科
病
棟
で
の
勤
務
経
験
を
経

て
、
地
域
に
密
着
し
た
精
神
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
勤
め
た
経
験
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
待
合
室
に
は
小
さ
い

子
を
連
れ
た
患
者
さ
ん
や
、
親
を
心
配

し
て
付
き
添
う
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
し

た
。『
患
者
さ
ん
の
向
こ
う
に
は
家
族
が

い
て
生
活
が
あ
る
』
当
た
り
前
の
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
落
ち
着
か
な
い
家
で
育
ち

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
い
つ
で

も
来
て
い
い
よ
」
と
駄
菓
子
や
漫
画
を

置
き
、
待
合
室
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
が
ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。「
ち
あ
き
、
家
に
来
て

よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
時
に

は
、
家
に
行
っ
て
一
緒
に
行
方
不
明
の

紅
白
帽
を
探
し
た
り
、
ご
飯
の
炊
き
方

を
教
え
る
な
ど
も
し
な
が

ら
、
親
子
の
サ
ポ
ー
ト
も
し

て
い
き
ま
し
た
。
夏
休
み
の

宿
題
を
し
な
が
ら
、「
書
く

思
い
出
の
材
料
が
な
い
」
な

ど
の
言
葉
に
は
、「
じ
ゃ
あ
、

出
か
け
た
こ
と
に
し
ち
ゃ
お

う
！
私
も
そ
う
だ
っ
た
よ
」

な
ど
の
声
か
け
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
た
の
は
、

『
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
よ
、
話
し
て

い
い
よ
、
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
』
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
今
も
絵
本
や
制
作

を
通
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、〝
対

等
な
目
線
で
届
け
る
〞
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

◆
見
え
に
く
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

今
、『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
が
注
目
さ

れ
、
国
も
調
査
を
開
始
す
る
な
ど
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
一
人
ひ
と

り
、
体
験
も
家
族
の
歴
史
も
違
い
ま
す
。

特
に
精
神
疾
患
は
見
え
に
く
く
、
子
ど

も
が
親
の
感
情
面
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

と
い
う
の
は
外
か
ら
は
想
像
が
つ
き
に

く
い
と
こ
ろ
で
す
。
家
の
こ
と
を
知
ら

れ
た
く
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
取
り
残
さ
れ

な
い
よ
う
発
信
を
し
て
い
く
必
要
を
感

じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
認
め
つ
つ
、

負
担
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
と
こ
ろ
を
引

き
受
け
て
い
く
の
が
大
人
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
大
人
、
例
え

ば
、
先
生
や
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
な
ど

が
、
子
ど
も
の
S
O
S
を
聞
い
て
、
交

通
整
理
を
し
て
そ
の
支
援
先
ま
で
つ
な

げ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
専
門
職
に
は
ぜ
ひ
対
象
者

の
向
こ
う
の
家
族
の
こ
と
も
視
野
に
い

れ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
親
が
他
の

大
人
を
頼
る
姿
を
子
ど
も
に
見
せ
る
こ

と
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
そ
の
大
人

に
は
、
家
の
こ
と
を
秘
密
に
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
誰
か
に

頼
っ
て
良
い
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
学

ぶ
機
会
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

◆
夢
や
未
来
を
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い

家
族
の
ケ
ア
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち

に
将
来
の
夢
や
未
来
を
あ
き
ら
め
て
ほ

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
早
く
自
立

し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
自
分
に
も

家
族
に
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
学
校
と
家
し
か
知
ら
ず
、
し
ん

ど
い
子
ど
も
た
ち
に
は
届
き
に
く
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
ず
、
大
人

側
が
子
ど
も
た
ち
に
は
未
来
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
絶
え
ず
イ
メ
ー
ジ
し
て

接
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
未
来

や
自
立
へ
の
後
押
し
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

絵
本
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
中
に
い
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援

「
N
P
O
法
人
　
ぷ
る
す
あ
る
は
」は
、親
の
精
神
障
害
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
、絵
本
や

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
通
し
て
応
援
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

精
神
科
医
と
看
護
師
の
二
人
の
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の
う

ち
の
お
一
人
、主
に
絵
本
制
作
を
担
当
す
る
看
護
師
の
細
尾
ち
あ
き

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
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ご注文は東社協図書係まで
☎０３（３２６８）７１８５
https:// www.tcsw.

tvac.or.jp/

東社協の

本

今く ら し ひ と

絵本「生きる冒険地図」より
学苑社　刊
（著：プルスアルハ、文と絵：細尾ちあき）

福祉施設にできる災害時の利用者と 
地域の高齢者・障害者・子どもたちへの 
支援は…？ 
～「都内福祉施設・事業所における災害時の利用者ならびに 
地域の高齢者・障害者・子ども等への支援に関するアンケー
ト調査」結果～
本書は、東社協が平成30年度に実施した災害発生時
の要配慮者支援に関するアンケート調査やヒアリン
グ調査をまとめたものです。第一章に「調査結果を
ふまえた11のポイント」、第二章に「調査結果の概要」、
このほか資料編を掲載しています。
◆規格 A4判／110頁 ◆発売日 2019.6.11
◆660円（本体600円＋税）

障害者総合支援法とは・・・〔改訂第3版〕
本書は、障害者総合支援法について解説した小冊子
の改訂第3版です。法改正のポイントを含め、制度に
ついて、分かりやすく図表を交えて解説しています。
2020年7月時点の内容を掲載しています。
◆規格 A4判／32頁 ◆発売日 2020.10.1
◆550円（本体500円＋税）

高齢者や障害者などへの 
サポートマニュアル〔改訂第2版第7刷〕
本書では、地域における高齢者や障害者に対する支
援方法を分かりやすく掲載しています。本書を通じ
て、高齢者や障害者に対する正しい知識や適切な接
客・接遇技術を学ぶことで、すべての人々が住みやす
い社会をつくる一助となることを願っています。
◆規格 A5判／85頁 ◆発売日 2008.3.1
◆1,047円（本体952円＋税）
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◀「ぷるすあるは」の
活動はこちらから
（子ども情報ステーション）


